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研究成果の概要（和文）： 

 セマンティック Web技術を利用することによって、デジタルアーカイブ上で公開されている
史料に対する研究を支援するシステムの構築を行った。史料が持つ情報や史料の研究によって
得られた結果をメタデータとして記述し、そのメタデータに対して検索や分析を行うことがで
きる環境を Web上に構築した。さらに開発したシステムを造船計画の変更に関する史料研究に
適用することによって、システムの有用性の検証を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 The system for historical study on Digital Archive with Semantic Web approach is 

proposed. The data of documents on Digital Archive such as bibliographic information and 

results from research is described as metadata of documents. Retrieval and examination for 

those documents are performed against their metadata on the proposed system which is 

built on the Web. The proposed system is verified by the case study to trace the reason of 

redesign of battleships from documents in the archive. 
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１． 研究開始当初の背景 

 海軍造船中将、および第 13 代東京帝国大
学総長であった平賀譲が遺した艦艇計画な
どの技術史料 44,000 点が平賀文書に所蔵さ
れている。現在それらの史料はデジタル化さ
れ、平賀譲デジタルアーカイブとして Web

上で公開されている。これによって歴史的に
貴重な史料の破損や劣化を防ぐことができ、

さらにネットワークを通じた史料へのアク
セシビリティが向上した。 

しかし平賀譲デジタルアーカイブを含め
た既存のデジタルアーカイブの多くは史料
の閲覧機能の提供に留まっており、調査結果
の保存や史料の比較、研究者間の情報共有と
いった史料研究を行うには十分な機能を要
していない。例として現平賀譲デジタルアー
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カイブを用いた史料研究の方法を挙げる。ま
ず現アーカイブで史料の検索や閲覧を行い、
得た知見やメモを他の媒体に記述する。その
調査結果について研究者の暗黙知を頼りに
分析し、それに関連する史料等を再度アーカ
イブにおいて探索するといった流れを繰り
返す。これでは史料が Web 上で公開されて
いる利点を生かせていない。 

 

２． 研究の目的 

 前項で挙げた課題の解決に向けて、本研究
では平賀譲デジタルアーカイブが所蔵する
史料を対象とし、デジタルアーカイブにおけ
る史料研究を支援するシステムの構築を行
う。具体的な項目を以下にあげる。 

（１）セマンティック Web 技術を用いて、
史料が持つ情報や調査結果をメタデータ（情
報の情報）として記述する。 

（２）上記のメタデータに対して、研究対象
分野の構成要素の関係を記述したオントロ
ジーを辞書として用いることで、計算機によ
る自律的な検索や、関連資料の比較といった
史料の分析を支援する。 

（３）外部ノートツールを組み合わせること
によって、複数の研究者が知見等を共有でき
る機能を構築することによって、共同研究を
行う環境を実現する。 

 

３． 研究の方法 

（１）現行の歴史研究の手順の整理 

史料研究は史料の探索・調査結果の保存・
史料の考察の三つの手続きが繰り返される
ことで行われる。史料の探索過程では、関連
史料の検索や、複数のアーカイブへの検索機
能が必要となる。史料調査では得られた知見
を保存するための機能、および目的に応じて
史料を分類し、分析や関連史料との比較を行
う機能が要求される。またグループによる史
料研究を支援するための情報共有を支援す
る機能も有用である。 

 

（２）セマンティック Web 

セマンティック Web 技術とは、Web ペー
ジおよびその中に記述された内容について、
それが何を意味するかを表す情報(メタデー
タ)を一定の規則に従って付加することで、コ
ンピュータが効率よく情報を収集・解釈でき
るようにする構想である。 

 

（３）開発した史料研究支援システム 

①設計と概要 

提案するシステムの概要図を図. 1 に示す。 
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図. 1史料研究支援システム 

 

本研究では歴史研究の各手順を支援する
システムを開発した。開発したシステムは史
料の探索・蓄積・考察の三部構成でウェブ上
に構築される。研究者は史料の書誌情報が保
存された共有データベースから史料を取得
する。外部アーカイブに所蔵される史料につ
いても、その書誌情報をシステムにアップロ
ードすることによって検索対象として扱う
ことができる。それら史料に対する調査結果
は各研究者に与えられるデータベースに保
存され、史料の比較や検討が行われる。さら
に本システムは汎用な外部ツールである
Evernoteと連携することにより、個別の研究
から得た知見を複数研究者間で共有できる
環境を構築した。 

 

②セマンティック Web 技術による情報の構
造化 

システム上では図. 2 の下部に示されるよ
うにセマンティック Web 技術を用いて史料
が管理される。メタデータを記述する手法と
し て RDF(Resource Description 

Framework)を用いた。RDFはメタデータを
記述するための枠組みを提供する。史料は
RDF形式の史料名や種類、作成年月日といっ
た書誌情報を保存するためのメタデータと、
メモやタグ、編集者名といった調査結果を保
存するためのメタデータを持つ。 

また平賀譲研究に必要な歴史事象に関する
知識を図.2 の上部で示されるひとつのオン
トロジー（以下平賀譲オントロジー）を用い
て定義した。本研究では平賀文書で用いられ
る戦艦名や人名といった基本概念の上下関
係、およびそれら基本概念に関する同義語を
RDFスキーマ、および OWLによって記述し
た。この平賀譲オントロジーは史料の検索時
およびメタデータの編集時に参照される辞
書となり、研究テーマに即した関連史料の網
羅的な検索や比較を支援する。 

 

 



 

 

http://rarebook.dl.itc.u-

tokyo.ac.jp/?id=21610701

You can see 2 funnels  

on this blueprint.

A0107

1911/8/1
Nagato Particulars of 

Machinery

Nagato

A124 Battleship

Warship

Destroyer Cruiser

dc:date
dc:title

dc:description

hm:category

dc:subject

Link to Archive

Ontology (RDF Schema, OWL) : 

Describe and represent an area of knowledge

RDF : Framework to design metadata data models

rdfs:subClassOf

rdfs:subClassOf

rdfs:subClassOfrdfs:subClassOf

rdfs:subClassOf

owl:sameAs

Web pages of Archives

Nakamura

hm:editor

Resource

Literal

dc:title Namespace : 

Metadata Field

Yellow

Blue

Metadata for 

bibliographic 

information

Metadata for 

findings gained by 

researchBlue

rdfs:subClassOf

Legend:

Yuzuru Hiraga

Digital Archive

Other Digital 

Archives

Documents 

in Archive

URI

 
図．2セマンティック Web技術による情報の
構造化 

 

③オントロジーを用いた検索機能 

同義語等を含めた様々な表現形式を持つ
史料に対して、オントロジーを用いて網羅的
な検索を行う。検索対象のキーワードを入力
すると、まず平賀譲オントロジーが参照され、
入力キーワードと同じテキストラベルをも
つ概念が存在した場合、上下概念や同義語と
して定義された概念のラベルが読み込まれ、
検索クエリに追加される。そして、検索クエ
リと一致する文字列を保持する史料のメタ
データがデータベース内で参照され、検索結
果に表示される。実装を行うにあたり、RDF

のクエリ言語である SPARQLを用いた。 

 

④外部アーカイブ史料のアップロード機能 

外部アーカイブに保存された史料の書誌
情報を開発したシステムにアップロードす
ることによって、平賀文書同等に扱うことが
できる。アップロード時には史料が公開され
ているURLを主語とするRDFモデルとして
登録し、史料のメタデータを手動で入力する。 
 

⑤史料メタデータ編集機能 

各史料への調査結果はメタデータを編集
することによって保存する。図. 3に示すメタ
データ編集画面では、メタデータ編集フォー
ムと平賀アーカイブに所蔵される該当史料
を同一画面に表示し、研究者は原史料を閲覧
しながら調査結果などを入力する。これらの
編集されたメタデータは各研究者に与えら
れる個人データベースに保存される。 

 

 
図．3 メタデータ編集画面 

 

⑥史料の調査・比較支援機能 

システム内では史料を文書名や作成年月日、
カテゴリ等のメタデータ毎に五十音順・時系
列順に並び替えるソート機能や、複数史料を
同画面で表示する比較機能が提供され、様々
な角度から史料の調査・比較を行うことがで
きる。 

 

⑦外部ツールとの連携による知識の共有機
能 

史料研究を通じて得た知見等は、システムが
提供するノート機能から Evernote へ出力で
きる。研究者は Evernote にアップロードさ
れた知識を共有することでグループ研究を
行う。 

 
４． 研究成果 
 本研究では開発したシステム上で二種類
の歴史研究事例をケーススタディとして扱
い、システムの有用性の検証を行った。 
（１）煙突本数減少に関する研究 
書籍「帝国海軍の礎 八八艦隊計画 (歴史

群像シリーズ)」（学研パブリッシング,学習
研究社, 2011, p.165.）で紹介されている戦
艦「長門」の煙突本数減少の原因追究に関す
る歴史研究をシステム上で再現した。まず平
賀譲オントロジーを用いた検索により、長門
の暗号名「A124」等を含めた網羅的な検索結
果を得た。それら史料を調査し、図面上で煙
突本数を読み取ることができる史料に対し
て、研究トピックを保存するためのタグフィ
ールドに「煙突」と付加することで研究に適
した史料に分類する。次にその分類した史料
をソート機能によって時系列に並び替え、図
面上の煙突本数の変化を追うことで、本数が
減少した年代を特定することができた。図. 4
では煙突本数が異なる二つの史料を比較し
ている。この特定した年代を史料の検索に用
いることで、煙突本数の減少理由が記述され
た報告書を容易に見つけ出すことが可能と
なった。 
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図．4 比較機能による図面上の煙突本数の
比較 
 
（２）電気溶接技術に関する研究 
論文「日本海軍における電気溶接の艦艇へ

の採用について」（川瀬晃, 海事史研究, 第
67 号, 2010, pp.37-55.）で紹介されている
戦艦の電気溶接に関する研究を二名のユー
ザ A、B によって再現し、グループ研究にお
けるシステムの有用性を検証した。まずユー
ザ Aが電気溶接に関する史料に対して、タグ
フィールドに「電気溶接」と付加することに
よって分類した。次にそれら史料をさらに戦
艦名別に分類することで、約二分の一の史料
が戦艦「最上」に関する史料に該当すること
が判明した。よってユーザ Aは電気溶接と最
上が強く関わるという知見を Evernote に出
力した。そしてこの知見をユーザ Bが参照し、
自身のオントロジーに追記した。更新された
オントロジーを検索に用いることで、両者に
関する史料が抽出され、その中から電気溶接
という単語が直接現れない史料から、重要な
知見を得ることができた。 
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